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彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十七の本文の位置づけ
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
十
七
の
本
文
の
位
置
づ
け
中　
　
根　
　
千　
　
絵
は
じ
め
に
　
論
者
は
、『
説
林
』
五
三
号
に
お
い
て
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』（
全
巻
、
表
紙
の
題
は
『
今
昔
物
語
』
と
書
い
て
あ
る
が
、
内
題
に
は
『
今
昔
物
語
集
』
と
あ
る
。）
の
紹
介
を
行
っ
た
が
、
そ
の
際
、
本
の
空
白
部
分
の
分
析
、
流
布
本
系
共
通
脱
文
の
分
析
か
ら
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
は
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
に
近
い
流
布
本
系
の
本
で
あ
り
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
よ
り
良
い
本
で
あ
ろ
う
と
論
じ
）
1
（
た
。
し
か
し
、
そ
の
位
置
づ
け
が
正
し
い
か
ど
う
か
は
、
諸
本
と
の
一
語
一
語
の
比
較
を
経
て
、
初
め
て
、
立
証
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
巻
一
に
つ
い
て
は
、
先
に
論
集
で
分
析
を
行
い
、
彦
根
城
博
物
館
本
は
内
閣
文
庫
本
Ｂ
と
の
み
一
致
す
る
箇
所
が
多
く
、
こ
れ
は
、『
説
林
』
五
三
号
で
論
じ
た
の
と
同
じ
傾
向
で
あ
る
が
、
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
の
底
本
で
あ
る
東
大
本
甲
や
東
北
大
本
、
野
村
本
と
の
み
一
致
す
る
箇
所
も
あ
り
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
は
、
流
布
本
系
諸
本
（
内
閣
文
庫
本
Ａ
Ｂ
Ｃ
、
東
大
本
乙
）
と
古
本
系
諸
本
（
東
大
本
甲
、
東
北
大
本
、
野
村
本
）
の
間
の
状
態
を
有
す
る
希
有
な
本
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
）
2
（
た
。
巻
二
、
巻
五
、
巻
七
、
巻
九
の
場
合
は
、
鈴
鹿
本
と
い
う
原
本
に
近
い
本
が
残
っ
て
い
る
せ
い
か
、
古
態
を
残
す
と
さ
れ
る
東
大
本
甲
、
東
北
大
本
、
野
村
本
と
一
致
す
る
箇
所
は
非
常
に
少
な
い
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
）
3
（
た
。
但
し
、
巻
五
、
巻
七
で
は
全
体
と
し
て
、
流
布
本
系
の
諸
本
と
表
記
が
一
致
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
固
有
名
詞
等
に
つ
い
て
は
、
古
本
系
諸
本
に
依
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
巻
四
と
同
じ
で
あ
）
4
（
る
。
巻
三
・
巻
六
・
巻
十
で
は
、
特
に
、
野
村
本
が
流
布
本
系
と
古
本
系
と
の
狭
間
で
揺
れ
て
い
る
様
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
様
々
な
要
件
か
ら
、
流
布
本
系
は
、
校
訂
二
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本
文
を
目
指
し
た
書
物
群
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
し
た
。
但
し
、
彦
根
本
の
よ
う
に
、
中
間
的
な
表
記
を
有
す
る
書
物
の
場
合
に
は
、
い
ま
だ
、
そ
の
ど
ち
ら
と
も
見
定
め
が
た
い
と
し
、
今
後
、
さ
ら
に
、
巻
ご
と
の
分
析
を
続
け
、
彦
根
本
の
性
格
を
見
極
め
る
と
共
に
、
古
態
本
と
流
布
本
の
総
合
的
な
分
析
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
し
）
5
（
た
。
巻
四
の
場
合
に
顕
著
な
傾
向
と
し
て
現
れ
る
の
は
、
古
本
系
と
の
一
致
度
が
高
く
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
と
の
一
致
度
は
低
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
彦
根
城
博
物
館
本
は
古
態
本
と
流
布
本
の
中
間
的
な
本
と
し
て
位
置
づ
け
て
き
た
が
、
巻
四
に
い
た
っ
て
、
古
態
本
の
表
記
を
有
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
に
よ
り
、
改
め
て
、
彦
根
本
の
位
置
づ
け
を
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
）
6
（
た
。
ま
た
、
巻
十
一
・
巻
十
二
で
は
内
閣
文
庫
本
Ｂ
に
お
い
て
、
出
典
等
に
よ
る
補
入
が
あ
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
そ
の
表
現
は
一
致
し
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
彦
根
城
博
物
館
本
は
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
よ
り
前
に
成
立
し
た
写
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
）
7
（
た
。
巻
十
二
の
分
析
に
お
い
て
は
。
さ
ら
に
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
、
Ｃ
お
よ
び
野
村
本
は
校
訂
本
文
を
目
指
し
た
書
物
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
と
し
た
。
ま
た
、
巻
十
二
に
お
い
て
は
、
彦
根
城
博
物
館
本
の
み
が
最
も
古
い
鈴
鹿
本
の
表
記
の
一
部
を
残
し
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
）
8
（
た
。
巻
十
三
で
は
、
古
態
を
残
す
と
さ
れ
る
東
大
本
甲
、
東
北
大
本
、
実
践
女
子
大
本
、
國
學
院
大
本
と
一
致
す
る
箇
所
は
多
く
な
い
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
一
方
、
Ｂ
本
の
み
と
重
な
る
箇
所
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
代
わ
り
に
、
東
大
本
乙
が
古
本
系
と
表
現
が
一
致
す
る
場
合
、
流
布
本
系
と
表
現
が
一
致
す
る
場
合
の
両
方
に
お
い
て
、
彦
根
本
と
一
致
す
る
箇
所
が
多
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
両
本
の
表
現
の
全
て
が
一
致
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
直
接
の
書
承
関
係
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、
彦
根
本
が
乙
本
と
同
系
統
の
本
文
を
引
き
写
し
た
可
能
性
、
あ
る
い
は
、
そ
の
逆
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
固
有
名
詞
に
つ
い
て
、
底
本
で
あ
る
東
大
本
甲
で
は
、「
欠
験
記
ニ
依
テ
補
フ
」
と
い
う
朱
傍
が
あ
り
、
古
本
系
と
さ
れ
る
実
践
女
子
大
本
、
國
學
院
大
本
は
、
同
じ
固
有
名
詞
を
記
し
て
い
る
が
、
流
布
本
系
の
乙
本
、
Ａ
本
、
Ｂ
本
、
Ｃ
本
、
ま
た
、
彦
根
本
も
、
欠
を
補
わ
ず
、
□
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
古
本
系
に
お
い
て
も
校
訂
が
な
さ
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
）
9
（
た
。
巻
十
四
に
お
い
て
も
古
本
系
と
さ
れ
る
実
践
女
子
大
本
、
國
學
院
大
本
、
野
村
本
が
校
訂
本
文
を
目
指
し
た
本
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
）
10
（
た
。
巻
十
五
の
本
文
の
異
同
か
ら
は
、
彦
根
城
博
物
館
本
が
古
態
本
と
流
布
本
の
両
本
の
系
統
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
に
あ
っ
た
と
仮
定
し
、
古
語
と
し
て
の
漢
字
の
表
記
に
は
忠
実
で
あ
り
な
が
ら
も
、
順
序
の
入
れ
替
え
の
よ
う
な
明
ら
か
な
誤
謬
に
つ
い
て
は
、
訂
正
す
る
と
い
う
意
識
が
垣
間
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
）
11
（
た
。
三
彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十七の本文の位置づけ
巻
十
六
で
は
、
彦
根
城
博
物
館
本
は
Ｂ
本
と
乙
本
の
い
ず
れ
か
の
表
記
に
ほ
ぼ
合
致
し
、
古
態
本
系
の
欠
字
部
分
の
ほ
と
ん
ど
が
流
布
本
系
で
は
踏
襲
さ
れ
ず
、
欠
字
を
な
く
し
て
、
意
味
合
い
が
通
じ
る
よ
う
な
表
現
に
変
更
さ
れ
て
い
る
様
が
見
て
と
れ
）
12
（
た
。
　
巻
十
七
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
の
本
文
を
他
の
諸
本
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
彦
根
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
十
七
の
位
置
づ
け
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
但
し
、
諸
本
の
収
集
は
、
い
ま
だ
、
そ
の
途
上
に
あ
り
、
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
』
の
校
異
と
頭
注
か
ら
必
要
な
部
分
を
抜
き
出
す
形
で
、
諸
本
と
の
比
較
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
十
七
の
本
文
異
同
凡
例
　
一
番
上
の
段
は
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
の
ペ
ー
ジ
と
行
、
次
の
段
は
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
本
の
本
文
、
次
の
段
は
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
本
と
同
じ
本
文
を
持
つ
本
の
種
類
で
あ
る
。（
但
し
、
異
体
字
な
ど
の
字
形
が
異
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
こ
れ
に
含
め
、
そ
の
都
度
指
摘
し
た
。）
★
印
は
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
本
独
自
の
部
分
で
あ
り
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て
は
諸
本
の
例
を
示
し
た
。
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
に
載
る
考
察
は
必
要
に
応
じ
て
「 
」
に
入
れ
て
付
し
た
。
　
各
本
の
略
語
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
底
│
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
』
の
底
本
（
鈴
鹿
本
）【
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
』
の
底
本
が
現
在
の
諸
本
の
う
ち
の
古
態
本
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
底
の
字
を
使
う
こ
と
で
、
そ
れ
が
一
見
し
て
明
ら
か
と
な
る
よ
う
に
し
た
。】　
甲
│
東
大
本
甲　
北
│
東
北
大
本　
実
│
実
践
女
子
大
本　
国
│
國
學
院
大
本　
野
│
野
村
本　
以
上
、
古
本　
乙
│
東
大
本
乙　
Ａ
│
内
閣
文
庫
本
Ａ　
Ｂ
│
内
閣
文
庫
本
Ｂ　
Ｃ
│
内
閣
文
庫
本
Ｃ　
以
上
流
布
本　
彦
│
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
本
大
―
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
四
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巻
十
七
目
録
五
〇
三　
　
受
岩
護
（
第
十
四
） 
Ｂ
　
　
　
　
　
得
活
語
（
第
十
七
） 
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
　
　
下
野
國
依
僧
地
蔵
助 
★　
「
下
野
國
僧
依
地
蔵
助
」Ａ
Ｃ
「
下
野
國
依
僧
地
蔵
語
」
底
甲
実
国
乙
Ｂ（
底
は
依
僧
に
顚
倒
符
）
　
　
　
　
　
 
（
第
三
十
） 
　
　
　
　
　
文
珠
生
基
見
女
人
悪
語 
★　
「
文
殊
生
行
基
見
女
人
悪
給
語
」
Ａ
Ｃ
「
文
殊
生
基
見
女
人
悪
語
」
底
甲
実
国
乙
Ｂ
　
　
　
　
　
 
（
第
三
六
）
　
　
　
　
　
奉
化
（
第
四
五
） 
諸
巻
十
七
第
一
話
五
〇
四
4　
年
来
ニ 
諸
　
　
　
6　
此
レ
ニ
依
テ 
諸
　
　
　
7　
現
身
ノ 
諸
　
　
　
11　
逢
来
タ
リ 
実
国
乙
Ｂ
　
　
　
12　
月
ノ
廿
四
日
ニ 
諸
（
底
の
月
ノ
は
傍
書
補
入
）
　
　
　
16　
夜
終 
諸
（
底
に
は
顚
倒
符
―
あ
り
）
　
　
　
　
　
 
諸
本
「「
夜
終
」
に
作
る
は
、
底
本
に
存
す
る
顚
倒
符
「
―
」
を
理
解
す
る
能
わ
ざ
り
し
為
の
変
化
と
思
わ
れ
る
。」
五
〇
五
4　
泣
ク 
甲
実
国
乙
Ｂ
　
　
　
4　
年
来 
Ａ
Ｂ
Ｃ
五
彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十七の本文の位置づけ
　
　
　
5　
其
感
應
有 
甲
実
国
乙
Ｂ
Ｃ
　
　
　
6　
悲
キ
哉
ヤ
貴
哉
ト
悲
哉
貴
底
甲
実
国
乙
Ｂ
（
底
は
悲
哉
貴
み
せ
け
ち
）
　
　
　
6　
涙
流 
乙
Ｂ
　
　
　
7　
難
キ
事
也
ト 
底
甲
乙
大
「
難
キ
事
也
ノ
」
Ｂ
「
難
キ
有
事
也
ト
」
実
国
「
難
有
キ
事
也
ト
」
Ａ
「
難
有
事
也
ト
」
Ｃ
巻
十
七
第
二
話
五
〇
五
12　
前
司
ノ
ト 
Ｂ
「
前
司
ノ
□
ト
」
乙
Ａ
Ｃ
「
前
司
□
ノ
□
ト
」
底
甲
実
国
大
（
甲
実
国
の
上
の
空
格
は
半
字
分
）
　
　
　
12　
後 
諸
五
〇
六
5　
明
ノ
日
暁 
甲
実
国
乙
Ｂ
Ｃ
　
　
　
5　
行
ム
ニ
人
ヲ
以
テ 
甲
実
国
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
6　
化
身
値
奉
ラ
ム 
乙
Ａ
Ｂ
　
　
　
９　
宿
善 
諸
　
　
　
13　
洋
ク
信
ス
ル
ニ 
甲
実
乙
Ａ
Ｂ
　
　
　
13　
値
ヒ
給 
乙
Ｂ
「
値
給
」
Ｃ
「
値
ヒ
給
フ
」
甲
実
国
Ａ
「
値
ヒ
給
ヘ
リ
」
底
大　
「
こ
の
ま
ま
で
も
通
る
が
、
常
識
的
な
考
え
方
と
し
て
は
「
値
奉
レ
リ
」
の
誤
用
も
し
く
は
混
淆
と
見
ら
れ
る
。」
五
〇
七
1　
此
下
ノ 
「
此
ノ
」
諸
「
上
下
ノ
」
大
（
底
本
破
損
の
た
め
「
上
」
不
分
明
）
巻
十
七
第
三
話
五
〇
七
7　
者
ニ
テ
ソ
有
リ
ケ
リ 
乙
Ｂ
　
　
　
9　
地
蔵
菩
薩 
Ａ
Ｂ
Ｃ
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12　
諸
道
カ
父
ノ 
実
国
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
12　
勝
ヌ
ル
事
ヲ
喜
テ 
甲
実
国
乙
Ａ
Ｂ
　
　
　
12　
此
箭
ヲ
拾
フ 
Ｂ
Ｃ
「
此
ノ
箭
ヲ
拾
フ
」
甲
実
国
乙
Ａ
「
此
ノ
箭
拾
フ
」
底
大
五
〇
八
3　
貴
キ
悲
キ
事
也 
甲
実
国
乙
Ａ
Ｂ
　
　
　
3　
念
シ
奉
レ
ハ
人
ノ
故
ニ 
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
十
七
第
四
話
五
〇
八
9　
ノ
郡
ニ 
甲
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
ノ
群
ニ
」
底
実
国
乙
大　
「
群
」
の
正
字
は
「
郡
」
　
　
　
11　
動
カ
シ 
甲
実
国
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
動
カ
」
乙
「
動
カ
ス
」
底
（
破
損
の
た
め
ス
不
分
明
）
五
〇
九
2　
文
時
家
ニ 
諸
　
　
　
5　
駿
テ
馬
ニ 
乙
Ｂ
　
　
　
6　
害
セ
ム
ト
人
ハ 
諸
「
害
セ
ム
ズ
ル
人
ハ
」
底
大
　
　
　
　
　
 
「
諸
本
か
く
作
る
は
、
底
本
の
文
字
不
分
明
な
る
に
基
づ
く
譌
。」
　
　
　
7　
過
ヌ
方
ヨ
リ 
甲
実
国
乙
Ａ
Ｃ
　
　
　
7　
主
大
夫
殿
ノ 
甲
実
国
乙
Ａ
Ｃ
　
　
　
8　
年
十
余
許
ノ 
乙
Ａ
Ｂ
　
　
　
10　
驚
キ
懐
テ 
甲
実
国
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
驚
テ
懐
テ
」
乙
「
驚
キ
恠
ム
デ
」
底
（
底
本
や
や
不
分
明
）
五
一
〇
1　
生
ス
ル 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
七
彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十七の本文の位置づけ
巻
十
七
第
五
話
五
一
〇
8　
然
彼
男 
Ｂ
Ｃ
　
　
　
10　
此
ヲ
見
テ 
底
甲
乙
Ｂ
　
　
　
11　
数
寄
セ
テ 
底
甲
実
国
　
　
　
11　
曳
出
シ
奉
テ
ハ
為
ル
ニ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
17　
鋤
ノ
等
ヲ 
実
国
乙
五
一
一
1　
五
十
餘
ノ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
3　
安
置
奉
リ
ツ 
甲
実
国
乙
Ａ
　
　
　
4　
親
ナ
リ
ケ
レ
ハ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
4　
壽
久
聖
人 
実
国
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
十
七
第
六
話
五
一
一
13　
焼
ニ
ケ
ル 
甲
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
13　
一
人
小
僧 
諸
　
　
　
14　
焼
テ
失
ナ
ム
ト
ス 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
15　
辺
リ
草
木 
乙
Ａ
Ｂ
（
乙
Ａ
Ｂ
は
邊
）
　
　
　
16　
等
身
ノ 
諸
大
「
等
人
ノ
」
底
（
人
み
せ
け
ち　
身
と
傍
書
）
　
　
　
　
　
 
「
底
本
は
、
も
と
「
身
」
を
「
人
」
と
書
い
て
、
み
せ
け
ち
に
し
た
る
は
、
よ
み
の
証
と
し
て
採
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。」
五
一
二
1　
火
ヲ
消
ツ
事
ハ 
甲
実
国
乙
Ａ
Ｂ
八
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2　
云
リ 
甲
　
　
　
2　
辺
ニ 
諸
（
諸
は
邊
）
巻
十
七
第
七
話
五
一
三
5　
思 
甲
実
国
乙
Ｂ
　
　
　
6　
貴
ヒ
悲
ム 
諸
　
　
　
8　
堂
ヲ
造
リ 
実
国
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
9　
首
ヲ
仰
テ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
11　
出
来
ル
所
信
施
ノ
物 
諸
　
　
　
11　
置
ク
所
見
シ 
乙
Ａ
Ｂ
巻
十
七
第
八
話
五
一
四
5　
寄 
諸
　
　
　
9　
沙
弥
甚
タ
行
甚
タ 
★　
「
沙
弥
ノ
所
行
甚
ダ
」
底
大
「
沙
弥
ノ
行
甚
タ
」
甲
「
沙
弥
ノ
所
甚
タ
行
甚
タ
」
実
国
「
沙
弥
甚
タ
行
」
乙
「
沙
弥
甚
タ
タ
行
甚
タ
」
Ａ
「
沙
弥
甚
ク
行
甚
タ
」
Ｂ
「
沙
弥
甚
行
甚
」
Ｃ
　
　
　
11　
然
レ
ハ
沙
弥
ヲ 
諸
　
　
　
14　
国
内
ノ 
諸
　
　
　
15　
悲
ヒ
歎
ク
テ 
底
実
国
大
「
悲
ヒ
歎
キ
テ
」
甲
乙
Ａ
Ｃ
（
甲
の
悲
は
変
）「
悲
ニ
歎
ク
テ
」
Ｂ
　
　
　
　
　
 
「
底
・
実
・
国
の
三
本
作
る
は
、「
悲
ビ
歎
ク
」
と
「
悲
ビ
歎
キ
テ
礼
拝
シ
ケ
リ
」
と
の
混
淆
、
未
推
敲
を
示
す
も
の
か
。
或
は
ま
た
、
音
便
形
「
歎
イ
テ
」
の
変
化
か
。」
九
彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十七の本文の位置づけ
　
　
　
17　
弃
テ
ヽ 
底
甲
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
十
七
第
九
話
五
一
五
8　
老
タ
ル
母
并
ニ
妹 
底
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
13　
見
夢
覚
ヌ 
乙
Ａ
Ｂ
　
　
　
14　
夜
暁
ヌ 
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
17　
感
シ
貴
テ 
諸
五
一
六
3　
助
ケ
ム
為
ニ 
甲
実
国
乙
Ａ
　
　
　
4　
絹
ヲ
得
給
ヒ
ケ
ム
夜 
甲
実
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
5　
浄
源
カ
孝
養
ノ 
甲
実
国
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
十
七
第
十
話
五
一
六
10　
所
念
地
蔵 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
12　
哀
ノ
事 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
14　
通
ニ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
15　
号
ヒ
来
テ 
甲
実
国
乙
Ａ
Ｂ
「
号
来
テ
」
Ｃ
「
歩
ビ
来
テ
」
底
大
　
　
　
　
　
 
「
底
本
の
字
体
、
卒
然
と
見
れ
ば
「
号
」
の
如
く
に
も
見
え
る
の
で
、
他
本
は
悉
く
「
号
」
と
誤
る
。」
　
　
　
17　
合
始
メ
テ 
乙
Ａ
Ｂ
五
一
七
1　
思
ニ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
1　
地
蔵
菩
薩
ノ 
「
地
蔵
忸
ノ
」
大
一
〇
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1　
像
ノ
造
テ 
甲
実
国
Ｂ
「
像
ヲ
造
テ
」
底
乙
Ａ
Ｃ
大
　
　
　
　
　
 
「
因
み
に
、
底
本
、
下
の
「
像
ヲ
」
は
、「
像
ウ
」
の
如
く
に
見
え
る
。
之
に
従
え
ば
、
捨
て
が
な
を
施
し
た
例
と
な
る
。」
　
　
　
1　
其
前
功
徳
ヲ 
Ｂ
Ｃ
「
其
ノ
前
功
徳
ヲ
」
甲
実
国
乙
Ａ
「
其
ノ
前
ニ
シ
テ
其
ノ
功
徳
ヲ
」
底
大
　
　
　
4　
首
ヲ
テ 
Ａ
Ｂ
　
　
　
6　
結
ヘ
ル 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
十
七
第
十
一
話
五
一
七
13　
冨
士
ノ
容
ニ 
乙
Ａ
Ｂ
　
　
　
14　
有
リ
ト
テ
依
テ 
甲
実
国
乙
Ａ
Ｂ
五
一
八
2　
此 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
2　
璃
テ
ト 
「
憑
テ
ト
」
諸　
諸
本
か
く
作
る
（
甲
本
は
ム
を
重
書
、
実
・
国
二
本
は
ム
と
傍
書
）「
キ
の
誤
写
も
し
く
は
テ
キ
の
意
と
見
る
べ
き
も
の
か
。」
　
　
　
4　
為
ム
キ 
乙
Ａ
Ｂ
巻
十
七
第
十
二
話
五
一
八
11　
安
置
シ
奉
テ
ケ
リ 
甲
実
国
乙
　
　
　
12　
此
地
蔵
ヲ 
★　
「
地
蔵
」
諸
「
此
ノ
地
蔵
」
底
大
　
　
　
17　
亡
宣
ノ
方
ヲ 
Ａ
Ｂ
五
一
九
1　
坐
シ
給
ヘ
リ
ト 
底
Ｂ
一
一
彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十七の本文の位置づけ
　
　
　
1　
涙
流
シ
テ 
甲
実
国
Ａ
Ｂ
　
　
　
3　
至
シ
テ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
十
七
第
十
三
話
五
一
九
11　
彼
着
宛
テ 
Ｂ
　
　
　
12　
土
頽
テ
口
塞
ル
ト 
乙
Ａ
Ｃ
　
　
　
14　
精
進
シ
テ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
17　
其
時 
Ａ
Ｂ
Ｃ
五
二
〇
2　
偏 
甲
実
国
乙
Ｂ
　
　
　
3　
悲
ミ
ケ
レ
ハ 
乙
Ａ
Ｃ
巻
十
七
第
十
四
話
五
二
一
6　
方
ヘ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
6　
行
着 
甲
実
国
乙
Ｂ
「
行
テ
着
」
Ａ
「
行
ツ
キ
」
Ｃ
「
行
着
ヌ
」
底
大
　
　
　
　
　
 
「
底
本
の
文
字
や
や
不
分
明
の
た
め
諸
本
か
く
作
る
。
下
句
と
の
関
係
は
、「
即
チ
」
の
省
略
さ
れ
た
如
き
語
法
と
見
る
。」
　
　
　
9　
此
外 
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
11　
入
滅
シ
ケ
リ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
一
二
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巻
十
七
第
十
五
話
五
二
二
5　
難
シ 
大　
「
諸
本
に
異
文
は
な
い
が
、
茲
は
文
脈
上
「
无
シ
」
の
意
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
字
の
正
字
的
用
法
か
ら
は
「
无
」
の
意
は
出
て
来
な
い
。
思
う
に
或
は
、〈
ナ
シ
〉
と
耳
で
聞
い
た
も
の
を
、
同
音
の
借
字
「
難
」
で
写
し
た
も
の
か
と
推
せ
ら
れ
る
。」
　
　
　
6　
毎
日
勤
ト
ス 
諸
　
　
　
8　
夢
中
ニ 
諸
　
　
　
10　
化
度
シ
給
告
ケ
給
フ
ト 
甲
実
国
乙
Ａ
Ｂ
「
化
度
シ
給
へ
ト
告
ト
」
Ｃ
「
化
度
シ
給
フ
ト
告
ゲ
給
フ
ト
」
底
大
 
「
底
本
の
文
字
や
や
不
分
明
の
た
め
諸
本
・
Ｃ
本
か
く
作
る
。」
巻
十
七
第
十
六
話
五
二
三
4　
一
勝
地 
諸
　
　
　
4　
江
ノ
優
婆
塞
ノ 
底
実
国
乙
Ｂ
　
　
　
6　
修
行
僧 
諸
　
　
　
14　
馥
ハ
シ
テ
香 
乙
Ｂ
　
　
　
16　
地
蔵
菩
薩 
諸
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
以
外
は
教
）
巻
十
七
第
十
七
話
五
二
四
7　
短
也 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
9　
笠
置
ノ 
底
Ｂ
Ｃ
　
　
　
11　
一
百
八
返 
諸
（
甲
実
国
の
返
は
反
に
之
繞
を
加
筆
し
た
る
ご
と
き
字
体
な
り
）
一
三
彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十七の本文の位置づけ
　
　
　
11　
忘
ル 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
12　
卅
ト 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
13　
死 
乙
Ｂ
　
　
　
16　
得
テ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
五
二
五
4　
小
僧
在 
甲
実
国
乙
Ｂ
　
　
　
5　
亦
卅
餘
人
ノ 
諸
（
Ｃ
の
卅
は
三
十
）
　
　
　
6　
大
善
根
ノ
人
也
ケ
リ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
10　
流
轉
生
死
業
縁
ノ 
甲
実
国
乙
Ｃ
（
甲
実
国
乙
Ｃ
は
転
）
　
　
　
11　
弃
テ
ハ 
諸
　
　
　
12　
宣
フ
ト
程
ニ 
甲
乙
Ａ
巻
十
七
第
十
八
話
五
二
六
5　
天
姓
ト
シ
テ 
底
実
国
乙
Ａ
Ｂ
（
底
は
重
書
し
て
性
と
訂
）
　
　
　
6　
海
ヲ
渡 
甲
実
国
乙
Ａ
Ｂ
　
　
　
7　
渡
癘
発 
甲
実
国
乙
Ａ
Ｂ
（
甲
実
国
乙
Ａ
Ｂ
は
發
）
　
　
　
8　
死
ヌ 
底
実
国
　
　
　
10　
然
々
ノ
人
也 
底
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
底
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
）
　
　
　
11　
死 
乙
Ｂ
「
死
ヌ
」
底
大
「
死
ス
」
諸
　
　
　
12　
似 
諸
　
　
　
13　
罪
ノ
軽
重
定
ム 
実
国
乙
Ａ
Ｂ
一
四
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14　
雷
響
ノ
如
シ 
諸
　
　
　
17　
ヒ
進 
甲
実
国
乙
Ｂ
（
歩
の
字
変
）
五
二
七
1　
在 
乙
Ｂ
　
　
　
7　
然
速
ニ 
甲
実
国
乙
Ａ
Ｂ
　
　
　
12　
思
ル
人 
諸
「
過
ル
人
」
底
大
 
「
茲
は
前
出
の
「
其
ノ
辺
ヲ
過
ル
人
ヲ
呼
テ
語
テ
云
ク
」
を
承
け
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
底
本
の
如
く
で
な
け
れ
ば
文
意
は
通
じ
難
い
。」
　
　
　
12　
本
國
ニ
返 
甲
実
国
乙
Ｂ
　
　
　
12　
聞
人 
甲
実
国
乙
Ｂ
Ｃ
「
此
ヲ
聞
人
」
底
大
　
　
　
14　
仕
ケ
リ
ト 
諸
大
「
仕
ケ
リ
ト
ナ
ム
」
Ａ
Ｃ
巻
十
七
第
十
九
話
五
二
八
5　
名
付 
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
5　
遊
ヒ
戯
ル 
諸
　
　
　
6　
供
養
ス
ル
コ
ト
ヲ
シ
テ 
実
国
Ｂ
「
供
養
ス
ル
□
ヲ
シ
テ
」
底
甲
乙
Ａ
Ｃ
大
　
　
　
6　
師
ニ
随
テ 
Ｂ
Ｃ
「
師
ニ
随
ヘ
テ
」
諸
大
　
　
　
　
　
 
諸
本
か
く
作
る
。「
か
く
、「
随
ヒ
テ
」
と
あ
る
べ
き
も
の
が
「
随
ヘ
テ
」
と
あ
る
の
は
、
天
竺
部
に
お
け
る
類
例
、「
接
ヘ
」「
員
ヘ
」
と
あ
る
べ
き
も
の
が
「
接
ヒ
」「
員
ヒ
」
と
あ
る
事
実
と
同
一
の
現
象
に
基
く
も
の
か
。」
　
　
　
8　
氣
色
有
ヲ 
実
Ａ
Ｂ
Ｃ
一
五
彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十七の本文の位置づけ
　
　
　
9　
其
ノ
時 
Ｂ
　
　
　
10　
押
シ
入 
甲
実
国
乙
Ｂ
「
押
入
」
Ａ
Ｃ
「
押
シ
入
ル
」
底
大
　
　
　
　
　
 
底
本
の
文
字
や
や
不
分
明
。
　
　
　
11　
纔
ス 
実
国
乙
Ａ
Ｂ
　
　
　
11　
法
花
経
読
誦
シ 
諸
　
　
　
12　
仕
リ
ツ
ヽ 
諸
大
「
仕
ヱ
ツ
ヽ
」
Ａ
「
仕
エ
ツ
ヽ
」
Ｃ
　
　
　
　
　
 
「
諸
本
か
く
作
る
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
文
意
通
じ
難
い
。
恐
ら
く
、「
仕
リ
ツ
ツ
ア
リ
シ
間
」
の
意
味
を
籠
め
て
か
く
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。」
　
　
　
13　
遙
隨 
Ａ
Ｂ
（
Ａ
Ｂ
は
随
）
　
　
　
14　
閻
魔
廳
ニ 
甲
実
国
乙
Ａ
Ｂ
　
　
　
14　
見
廻
カ
ス
シ 
Ｂ
　
　
　
17　
時
戯
ニ
所
作
也
キ
ト 
Ａ
Ｂ
五
二
九
1　
悪
趣
ノ
辺
 
甲
実
国
乙
Ａ
Ｂ
（
甲
実
国
乙
Ａ
Ｂ
は
邊
）
　
　
　
5　
山
ヲ
廻
流
浪 
諸
　
　
　
8　
此
在
シ
ケ
リ 
甲
実
国
巻
十
七
第
二
十
話
五
二
九
13　
一
人
入
道
ノ
僧 
甲
実
国
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
の
僧
は
傍
書
）
　
　
　
16　
公
真
カ
身 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
五
三
〇
2　
見
ル
ニ
〔　
脱　
〕
罪
人
「
見
ル
ニ
、〔
東
西
ヲ
忘
レ
テ
更
ニ
思
ユ
ル
事
无
シ
。
而
ル
ニ
、
一
人
ノ
小
僧
ウ
有
リ
、
其
ノ
形
一
六
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チ
、
端
厳
也
。〕
罪
人
」
大
　
　
　
2　
傍
ナ
ル
人 
甲
実
乙
Ｂ
　
　
　
4　
跪
ツ
イ
テ 
諸
大
「
跪
テ
」
Ａ
Ｃ　
数
少
い
イ
音
便
の
例
。
　
　
　
6　
得 
甲
乙
Ｂ
「
得
ム
ト
」
底
大
「
得
ン
」
実
国
Ａ
Ｃ
（
Ａ
の
ム
は
ン
）
　
　
　
7　
免
セ
ム 
諸
大　
「
諸
本
か
く
作
る
が
「
免
ゼ
ム
ヤ
」
の
意
か
。」
　
　
　
7　
汝
カ
父
母
藝
ノ
国
ノ 
甲
乙
Ｂ
（
甲
乙
Ｂ
は
國
）
　
　
　
8　
祝
師 
Ｃ
大
「
物
師
」
諸　
諸
本
、「
禾
偏
に
作
る
は
、「
秘
」
に
お
け
る
が
如
き
譌
（「
程
」
を
示
偏
に
作
る
は
、
そ
の
逆
）。」
　
　
　
11　
官
人
ノ
前
行
訴 
諸
「
官
人
ノ
前
ヘ
行
キ
訴
テ
」
底
大
　
　
　
11　
頂
摩
テ 
甲
実
国
乙
Ｂ
　
　
　
12　
善
ク
行
シ 
Ａ
Ｂ
巻
十
七
第
二
十
一
話
五
三
一
2　
但
馬
前
司
國
擧 
甲
実
国
乙
Ｂ
大
「
但
馬
國
司
國
擧
」
底
（
上
の
國
を
前
と
訂
）「
但
馬
国
前
司
国
挙
」
Ａ
Ｃ
　
　
　
3　
但
馬
前
司
國
擧 
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
国
挙
）「
但
馬
前
司
國
擧
」
底
甲
実
国
乙
大
　
　
　
3　
私
ヲ
願
テ 
底
実
国
　
　
　
3　
身
ニ
受
テ
病
ヲ 
底
甲
実
国
乙
大
（
底
は
病
の
左
下
に
反
読
符
｜
あ
り
）「
身
ニ
受
テ
ニ
病
ヲ
」
Ｂ
「
身
ニ
病
ヲ
受
テ
」
Ａ
Ｃ
　
　
　
5　
文
ヲ
持 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
5　
訴
フ
事 
実
国
乙
Ａ
Ｂ
一
七
彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十七の本文の位置づけ
　
　
　
7　
申
ク 
乙
Ｂ
　
　
　
9　
夢
幼
如
シ 
乙
Ａ
Ｂ
　
　
　
10　
嚴
ニ 
諸
　
　
　
11　
助
ケ 
甲
実
国
乙
Ａ
Ｂ
　
　
　
11　
何
故
有
テ 
諸
　
　
　
12　
立
給
ヘ
ト 
甲
実
国
乙
Ｂ
　
　
　
14　
命
依
シ
奉
ラ
ム
ト 
甲
実
国
乙
Ａ
　
　
　
14　
此
ヲ
聞
テ 
底
甲
乙
Ｂ
　
　
　
15　
実
ア
ラ
ハ 
甲
Ｂ
（
甲
Ｂ
は
實
）
　
　
　
16　
國
挙
免
シ
放
ツ 
諸
（
諸
は
擧
）
　
　
　
17　
不
語 
甲
実
国
Ｂ
Ｃ
巻
十
七
第
二
十
二
話
五
三
二
11
月
ノ
日 
諸
「
□
月
ノ
□
日
」
底
大
　
　
　
12　
穴
ニ
入
頭
ヲ
逆
サ
ケ
テ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
の
頭
は
道
）
　
　
　
15　
見
廻
ス 
甲
実
国
乙
Ａ
Ｂ
　
　
　
15　
一
人
无 
★　
「
一
人
无
シ
」
諸
大
「
一
人
モ
无
シ
」
Ｃ
　
　
　
　
　
 
諸
本
か
く
作
る
。「
か
か
る
否
定
表
現
に
、
今
日
と
は
異
な
り
、
モ
を
使
用
し
な
い
こ
と
は
天
竺
部
に
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。」
一
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16　
其
庭
有 
甲
実
国
乙
Ｂ
五
三
三
2　
催
ス
所 
甲
実
国
乙
Ｂ
Ｃ
　
　
　
8　
此
男 
Ｃ
　
　
　
9　
設 
諸
　
　
　
13　
親
シ
ノ
族
ニ 
乙
Ａ
Ｂ
巻
十
七
第
二
十
三
話
五
三
四
4　
神
社
司
ノ 
甲
実
国
乙
Ａ
Ｃ
「
神
社
司
」
Ｂ
「
神
社
ノ
司
ノ
」
底
大
（
破
損
の
た
め　
ノ
不
分
明
）
　
　
　
4　
小
年
ノ
時 
諸
大　
諸
本
か
く
作
る
。「
少
年
」
に
同
じ
。
　
　
　
6　
長
徳
四
年
ト
云
フ 
甲
実
国
乙
Ｂ
　
　
　
9　
一
人
花
筥
ヲ 
底
乙
Ｂ
大
「
一
人
ハ
花
筥
ヲ
」
甲
実
国
Ａ
Ｃ
（
甲
実
国
の
ハ
は
補
入
せ
る
も
の
の
如
し
、
Ｂ
以
外
の
筥
は
す
べ
て
笞
に
作
る
）
　
　
　
　
　
 
「
諸
本
の
「
筥
」
が
、
す
べ
て
ム
チ
の
意
の
「
笞
」
に
作
る
は
、
字
形
相
似
に
基
く
誤
り
。」
　
　
　
11　
知
ル
ヤ
否
ト 
乙
Ａ
Ｂ
　
　
　
13　
此
如
六
軀
ノ 
Ｂ
　
　
　
16　
涙
流
シ
テ 
諸
五
三
五
3　
心
専
ニ
シ
テ 
甲
実
国
乙
Ａ
Ｂ
　
　
　
5　
地
蔵
本
誓
ヲ 
諸
　
　
　
8　
云
貴
ヒ
ケ
リ 
甲
実
国
Ａ
（
Ａ
の
云
は
傍
書
）
一
九
彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十七の本文の位置づけ
巻
十
七
第
二
十
四
話
五
三
五
14　
公
私
ニ
被
用
タ
ル
事 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
公
私
ニ
被
用
タ
ル
事
」
底
甲
実
国
大
（
底
は
料
紙
薄
き
た
め
空
白
）
五
三
六
1　
鹿
迯
ル
ニ
随
テ 
甲
実
国
乙
Ａ
Ｂ
　
　
　
3　
幾
ノ
程
ヲ
不
経
ス
シ
テ 
大
「
幾
程
ヲ
不
経
ズ
シ
テ
」
Ａ
Ｃ
　
　
　
3　
遂
ニ
死
シ
ヌ 
諸
大
「
遂
ニ
死
ヌ
」
Ｃ
　
　
　
　
　
 
諸
本
か
く
作
る
。「
シ
ヌ
は
、
全
訓
す
て
が
な
と
は
見
な
い
。」
　
　
　
4　
琰
魔
王 
大
「
閻
魔
王
」
Ａ
Ｃ
　
　
　
4　
此
レ
ヲ
見
ル
ニ 
乙
Ｂ
　
　
　
6　
罪
業
ノ
ミ
造
テ 
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｃ
の
テ
は
ラ
に
近
し
）
　
　
　
8　
懺
悔
セ
ヨ 
甲
実
国
乙
Ｂ
　
　
　
15　
地
蔵
菩
薩 
諸
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
以
外
は
教
）
　
　
　
15　
発
セ
ハ
人 
乙
Ａ
Ｂ
（
乙
Ａ
Ｂ
は
硯
）
　
　
　
15　
既
如
此
シ 
底
乙
Ｂ
（
既
は
変
、
底
は
偏
を
艮
に
作
る
）
　
　
　
16　
救
ヒ
助
ケ
給
ハ
ム
カ 
乙
Ａ
Ｂ
巻
十
七
第
二
十
五
話
五
三
七
5　
一
ノ
寺
ア
リ 
Ｂ
「
一
ノ
寺
リ
」
底
甲
実
国
乙
大
「
一
ノ
寺
有
リ
」
Ａ
Ｃ
　
　
　
　
　
 
Ｂ
・
Ａ
・
Ｃ
に
よ
り
補
読
。
　
　
　
5　
千
包 
諸
大
　
　
　
6　
此
別
當
ナ
ル
僧 
諸
（
Ｂ
の
ナ
は
変
）
二
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6　
像
令
造
シ
ム 
甲
実
国
乙
Ｂ
　
　
　
7　
心
ヲ
迷 
乙
Ｂ
　
　
　
8　
尋
子
求
ム
騒
ク
間
ニ 
★　
「
尋
ネ
求
ム
騒
ク
間
ニ
」
甲
実
国
乙
Ａ
「
尋
ネ
求
ム
騒
ノ
間
ニ
」
Ｂ
「
尋
ネ
求
ム
騒
ク
間
」
Ｃ
「
尋
ネ
求
メ
騒
グ
間
ニ
」
底
大
　
　
　
11　
免
ニ
成 
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
11　
綵
色
シ
不
奉
サ
ル 
底
甲
実
国
乙
　
　
　
15　
起
居 
諸
　
　
　
16　
庄
野
ニ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
五
三
八
2　
汝
我
不
知
ヤ 
乙
Ｂ
「
汝
ヂ
我
レ
ハ
不
知
ヤ
」
底
大
「
汝
我
ヲ
不
知
ヤ
」
甲
実
国
Ｃ
「
汝
ヲ
我
レ
ヲ
不
知
ヤ
」
Ａ
　
　
　
2　
因
播
ノ
国
ノ
國
隆
寺 
甲
実
国
乙
（
甲
実
国
乙
は
幡　
上
の
国
が
國
）「
因
幡
國
國
隆
寺
」
Ｂ
「
因
幡
ノ
國
隆
寺
」
Ａ
Ｃ
「
因
幡
ノ
國
ノ
國
隆
寺
シ
テ
」
底
大
（
破
損
の
た
め
シ
テ
不
分
明
）
　
　
　
4　
可
供
養 
甲
実
国
乙
Ｂ
「
供
養
ス
ヘ
シ
」
Ａ
Ｃ
「
可
供
養
□
」
底
大
（
底
本
、
破
損
の
た
め
不
分
明
）
　
　
　
7　
地
蔵
菩
薩
ノ
像
ヲ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
は
教
）「
地
蔵
教
ノ
像
ノ
」
甲
実
国
「
地
蔵
教
ノ
僧
ヲ
」
底
大
　
　
　
　
　
 
「
底
本
か
く
作
る
が
、
諸
本
「
像
」。「
僧
」「
像
」
の
傍
は
余
り
に
て
い
な
い
の
で
、
字
形
相
似
と
い
う
よ
り
は
、
類
音
の
故
に
説
話
を
聴
き
取
っ
て
書
き
移
す
際
に
誤
ら
れ
た
も
の
か
。
但
し
、「
僧
」
と
「
像
」
と
は
、
い
わ
ゆ
る
開
合
の
ち
が
い
が
あ
る
の
で
、
同
音
名
な
り
し
が
故
で
は
な
く
、
な
お
、
聯
想
が
、「
像
」
↓
「
僧
」
へ
の
変
化
を
齎
し
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。」
　
　
　
9　
語
り
傳
ヘ
タ
ル
ト
ヤ 
甲
Ａ
Ｂ
「
語
り
傳
タ
ル
ト
ヤ
」
実
国
Ｃ
「
傳
タ
ル
ト
ヤ
」
底
乙
大
　
　
　
　
　
 
「
書
写
相
の
疎
を
物
語
る
も
の
と
い
え
よ
う
。」
二
一
彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十七の本文の位置づけ
巻
十
七
第
二
十
六
話
五
三
八
17　
汝
カ
此
布
ヲ
持
テ 
★　
「
汝
ガ
此
ノ
布
ヲ
持
テ
」
底
甲
実
国
乙
大
「
汝
チ
此
布
ヲ
持
テ
」
Ｂ
「
汝
此
ノ
布
ヲ
持
テ
」
Ａ
Ｃ
　
　
　
17　
彼
津
ニ
行 
Ａ
Ｃ
　
　
　
17　
魚
買
テ 
甲
実
国
乙
Ａ
Ｂ
　
　
　
17　
持
来
ル 
底
甲
乙
Ｂ
（
甲
の
ル
は
変　
レ
に
加
筆
せ
し
如
し
）
五
三
九
3　
引
テ
ア
リ 
乙
Ｂ
「
引
上
テ
ア
リ
」
底
甲
実
国
「
引
テ
有
リ
」
Ａ
「
引
テ
有
」
Ｃ
　
　
　
6　
放
テ
入
レ
ツ 
乙
Ａ
Ｂ
　
　
　
7　
助
ケ
ツ
ト
也
ト
亀
ニ 
「
助
ケ
ツ
ト
」
諸
大
「
助
ク
ル
也
ト
龜
ニ
云
ヒ
令
聞
テ
海
ニ
放
テ
」
　
　
　
　
　
云
ヒ
令
聞
テ
海
ニ
放
チ 
底
（
ク
ル
を
ケ
ツ
ト
と
訂　
也
以
下
を
み
せ
け
ち
）
　
　
　
　
　
妻 
諸
本
、
こ
の
あ
た
り
に
衍
文
あ
り
。
即
ち
、「
助
ケ
ツ
ト
妻
」
を
「
助
ク
ル
也
ト
亀
ニ
云
ヒ
令
聞
テ
海
ニ
放
チ
妻
」
に
作
る
。
　
　
　
9　
幾
程
ヲ 
諸
　
　
　
9　
経 
乙
Ｂ
「
経
ヘ
テ
」
底
「
経
テ
」
甲
実
国
Ａ
Ｃ
　
　
　
　
　
 
ヘ
は
「
経
」
の
全
訓
す
て
が
な
。
　
　
　
10　
云
フ
人 
諸
大
　
　
　
11　
水
ヲ
吸
口
ニ
入
テ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
ヲ
は
変
）
　
　
　
11　
夫
ヲ
荷 
甲
実
国
乙
Ａ
Ｂ
　
　
　
13　
至 
諸
　
　
　
14　
此
レ 
諸
大　
「
諸
本
か
く
作
る
が
、
類
似
の
場
面
に
お
け
る
常
套
表
現
か
ら
推
す
に
、
も
と
「
我
レ
ハ
此
レ
」
と
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。」
二
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15　
利
益
セ
ム
カ 
諸
（
Ｃ
の
ム
は
ン
）「
利
益
セ
ム
ガ
為
ニ
」
底
大
　
　
　
15　
有
リ
シ 
諸
大　
「
諸
本
か
く
作
る
が
、
上
に
係
助
詞
な
く
し
て
連
体
形
で
文
を
止
め
た
こ
と
に
注
意
。「
有
リ
シ
ガ
」
も
し
く
は
「
有
リ
シ
ニ
」
の
意
で
あ
ろ
う
。」
　
　
　
15　
江
辺
ニ
シ
テ 
諸
（
諸
は
邊
）
　
　
　
16　
男 
甲
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
16　
亀
買
取
テ 
甲
実
国
乙
Ａ
Ｂ
　
　
　
16　
放
チ
テ 
乙
Ｂ
五
四
〇
2　
縛 
甲
実
国
乙
Ａ
Ｂ
　
　
　
6　
聞
宣
ハ
ク 
甲
実
国
乙
Ｂ
　
　
　
7　
我
カ
身
ニ
今
助
ク
ル
事 
★　
「
我
カ
身
ニ
今
助
カ
ル
事
」
Ｂ
（
助
は
変
）「
人
ヲ
助
ク
ル
事
」
Ａ
Ｃ
「
我
ガ
身
ニ
替
テ
人
ヲ
助
ク
ル
事
」
底
甲
実
国
乙
大
　
　
　
11　
実
首
ノ
娘 
実
国
乙
Ｂ
（
実
国
乙
Ｂ
は
實
）
　
　
　
12　
聞
テ 
底
Ａ
Ｃ
　
　
　
13　
娘
亦
男
ヲ
見 
甲
実
国
乙
Ｂ
　
　
　
14　
互
ニ 
実
国
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
実
国
乙
は
異
体
）
　
　
　
14　
冥
途
事
ヲ
地
蔵
菩
薩
語 
Ｂ
　
　
　
　
　
ケ
リ
巻
十
七
第
二
十
七
話
五
四
一
6　
七
条
ヨ
リ
ハ
 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
七
条
ヨ
リ
ハ
□
西
ノ
洞
院
ヨ
リ
ハ
□
」
底
甲
実
国
二
三
彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十七の本文の位置づけ
　
　
　
　
　
西
ノ
洞
院
ヨ
リ
ハ
　
　
　
9　
日
夜
三
時 
甲
実
国
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
12　
恐
レ
怖
フ
ト 
諸
大
「
恐
レ
怖
ル
ト
」
Ｃ
　
　
　
　
　
 
諸
本
か
く
作
る
。「
文
脈
よ
り
推
す
に
、「
恐
レ
恠
ブ
ト
云
ヘ
ド
モ
」
の
譌
で
あ
ろ
う
。」
　
　
　
13　
後
寺
ニ 
底
甲
実
国
乙
Ｂ
「
彼
ノ
寺
ニ
」
Ａ
Ｃ
大
 
「
諸
本
の
「
寺
」
は
「
等
」
の
省
文
で
あ
ろ
う
。」
五
四
二
1　
参
女
ノ 
甲
実
国
乙
Ａ
Ｂ
　
　
　
2　
畫
キ
奉
レ
ラ
ム 
底
Ｂ
巻
十
七
第
二
十
八
話
五
四
二
6　
第
廾
九 
「
第
廾
八
」
大
　
　
　
6　
助
活
語 
実
国
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
7　
東
者 
底
乙
Ａ
Ｂ
大
「
本
者
」
甲
実
国
「
本
ハ
」
Ｃ
　
　
　
　
　
 
「「
本
者
」
が
原
姿
で
あ
ろ
う
。」
　
　
　
9　
月
廾
四
日
ニ 
諸
　
　
　
9　
六
波
羅
蜜
ノ 
乙
Ａ
Ｂ
　
　
　
9　
誓
願
説
ケ
ル
ヲ 
諸
　
　
　
16　
泥
塔
ヲ
造
テ 
底
五
四
三
1　
我
レ
ヲ 
甲
実
国
乙
Ａ
Ｂ
二
四
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巻
十
七
第
二
十
九
話
五
四
三
10　
尼
有 
乙
Ｂ
　
　
　
13　
庭
中
ヲ 
諸
（
Ｂ
の
ヲ
は
変
）
　
　
　
15　
徃
返
シ
テ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
五
四
四
2　
ヲ 
★　
「
我
ヲ
」
Ｂ
Ｃ
「
我
レ
ヲ
」
乙
Ａ
「
我
レ
ヲ
バ
」
底
甲
実
国
大
　
　
　
2　
知
レ
リ
ヤ
否
ヤ 
★　
「
知
レ
ノ
ヤ
否
ヤ
」
Ｂ
「
知
レ
ル
ヤ
否
ヤ
」
Ａ
Ｃ
「
知
リ
ヤ
」
乙
「
知
リ
ヤ
否
ヤ
」
底
甲
実
国
大
　
　
　
2　
苦
難
ヲ
救
フ 
甲
実
国
乙
Ａ
Ｃ
　
　
　
6　
文
夫
也 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
8　
女
人
教 
甲
実
国
乙
Ｂ
　
　
　
9　
吉
ヲ
持
テ 
甲
実
国
「
吉
ラ
持
テ
」
Ｂ
「
告
ヲ
持
テ
」
乙
Ａ
Ｃ
「
吉
ク
持
テ
」
底
大　
「
底
本
の
字
体
、
分
明
を
欠
く
為
に
、
諸
本
誤
る
。」
　
　
　
11　
其
要
句
教
ヘ
ム 
Ｂ
　
　
　
12　
ナ
ホ
キ
ナ
リ
ソ
ト 
Ｂ
　
　
　
14　
心
一
ニ
シ
テ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
16　
入
滅
ニ
ケ
リ 
底
乙
Ｂ
巻
十
七
第
三
十
話
五
四
五
7　
満
ツ
程
ヨ
リ 
甲
実
国
乙
Ａ
Ｃ
「
満
ク
程
ヨ
リ
」
Ｂ
「
満
程
ヨ
リ
」
底
大
（
破
損
の
た
め
か
な
不
明
）
　
　
　
8　
一
躰
造
リ
奉
テ 
諸
二
五
彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十七の本文の位置づけ
　
　
　
9　
儲
テ 
Ｂ
　
　
　
10　
此
施
シ
テ 
乙
Ａ
　
　
　
12　
可
極
楽
徃
生
ス
シ
ト 
底
甲
実
国
乙
Ｂ
（
底
は
生
の
左
下
に
反
読
符
｜
あ
り
、
底
甲
実
国
乙
Ｂ
は
樂
）
　
　
　
16　
延
貴
二
年
ト 
甲
実
国
乙
Ｂ
（
国
の
貴
は
変
）
　
　
　
16　
響
膳
ヲ 
甲
実
国
乙
Ｂ
五
四
六
3　
人
有 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
4　
狹
乍
ラ 
「
居
乍
ラ
」
底
甲
実
国
大
（
底
の
居
は
草
体
）「
尼
乍
ラ
」
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ｂ
の
尼
は
異
体
）
　
　
　
5　
月
廾
四
日
ニ 
甲
実
国
乙
Ａ
Ｂ
巻
十
七
第
三
十
一
話
五
四
六
13　
日
来
経
テ 
甲
実
国
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
15　
夜
暁
ム
ヲ 
Ｂ
（
Ｂ
は
事
）「
夜
琅
ム
事
ヲ
」
Ｃ
「
夜
暛
ム
事
ヲ
」
甲
実
国
乙
Ａ
「
夜
ノ
暛
ム
事
ヲ
」
底
大
（
ノ
は
古
体　
乃
）
　
　
　
15　
夫
ノ
故
ニ
祥
蓮
カ
音
ニ
テ
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
カ
は
変
）
　
　
　
17　
信
施
受
テ 
諸
「
信
セ
ヲ
受
テ
」
底
大
 
「
底
本
の
「
ヲ
」
は
「
ゾ
」
の
如
く
に
も
見
え
る
。」
五
四
七
1　
時
ニ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
1　
来
リ
給 
諸
　
　
　
3　
ヘ
ム 
諸
大　
「
諸
本
か
く
作
る
が
、
恐
ら
く
霊
異
記
「
経
ヌ
ラ
ン
」
の
短
絡
で
あ
ろ
う
。」
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巻
十
七
第
三
十
二
話
五
四
七
17　
巻
数
ヲ 
諸
（
底
実
国
の
数
は
）
五
四
八
2　
巻
数
ヲ
既
ニ 
諸
　
　
　
2　
満
ス
ル
ハ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
5　
修
以
所
ノ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
5　
善
根
ノ 
底
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
大
「
善
根
ヲ
」
甲
実
国
　
　
　
10
ム
ナ
ミ
キ
ク
モ
ノ 
甲
実
国
乙
Ｂ
　
　
　
12　
貴
テ 
諸
　
　
　
15　
不
日 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
16　
掌
ヲ
合
テ 
Ｂ
五
四
九
1　
利
益
カ
為
ニ
ハ 
底
Ｂ
巻
十
七
第
三
十
三
話
五
四
九
7　
志
シ
有
ケ
ル 
乙
Ａ
Ｂ
　
　
　
9　
詣
ス 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
11　
有
ケ
ル
ニ 
諸
「
有
ケ
ル
ヲ
」
底
大
　
　
　
11　
虎
門
屋 
甲
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
12　
有 
「
有
ア
リ
」
大
 
ア
リ
は
、「
有
」
の
全
訓
す
て
が
な
。
流
布
本
は
之
を
欠
く
。
　
　
　
12　
門
ニ 
Ａ
Ｂ
Ｃ
二
七
彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十七の本文の位置づけ
　
　
　
12　
袙
メ 
底
実
Ａ
Ｃ
　
　
　
13　
宿
シ
給
ヒ
テ
ム
ア
ト 
乙
Ｂ
　
　
　
14　
立
給
ヘ
シ 
甲
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
立
給
ヘ
」
国
「
立
給
ヘ
レ
」
底
実
大
　
　
　
15　
僧
貴
テ
入
テ 
諸
「
僧
喜
テ
入
テ
」
底
大
　
　
　
　
　
 
「
諸
本
、「
貴
テ
」
に
作
る
の
で
、
文
意
不
通
を
来
し
て
い
る
。」
　
　
　
16　
皆
食 
甲
実
国
乙
Ａ
Ｂ
　
　
　
17　
几
帳 
大　
「
古
本
お
よ
び
乙
本
の
字
体
「
檠
」
は
、「
凡
」
と
、
そ
の
異
体
「
」
と
を
併
せ
た
も
の
で
、
窮
極
は
増
画
に
よ
る
譌
か
。」
五
五
〇
2　
参
リ
給
ナ
ル
ハ 
諸
　
　
　
2　
帳 
「
几
帳
」
大
　
　
　
2　
手
ノ
テ 
乙
Ａ
Ｂ
「
手
ノ
」
Ｃ
「
手
ノ
□
テ
」
底
甲
実
国
大
　
　
　
3　
立
不
被
畢
ヌ 
乙
Ａ
Ｂ
（
Ａ
の
被
は
彼
）
　
　
　
3　
深
更
ニ 
乙
Ａ
Ｃ
　
　
　
4　
廾
餘
許
ノ
□
也 
Ｂ
「
廾
餘
許
ノ
程
ド
也
」
底
大
「
廾
餘
計
ノ
□
也
」
甲
実
国
Ａ
Ｃ
「
廾
餘
計
ノ
也
」
乙
　
　
　
　
　
 
「
ド
は
程
の
捨
て
が
な
。
諸
本
は
之
を
欠
き
、
空
格
に
す
る
か
、
文
意
不
通
の
ま
ま
続
け
て
い
る
。」
　
　
　
5　
姿
厳
事 
乙
Ｂ
（
乙
Ｂ
は
嚴
）
　
　
　
5　
長
ク
見
エ 
底
甲
実
国
　
　
　
6　
内
ノ
有
カ
シ
キ
事 
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
内
ノ
□
有
カ
カ
シ
キ
事
」
底
（
上
の
カ
み
せ
け
ち
）「
内
ノ
□
有
カ
シ
キ
事
」
甲
実
国
乙
大
　
　
　
　
　
 
「
思
う
に
、
空
格
は
「
可
」
が
擬
せ
ら
る
べ
き
も
の
。
要
す
る
に
、「
ア
ル
ベ
カ
シ
キ
事
」
と
い
う
語
で
あ
っ
た
も
の
と
推
せ
ら
れ
る
。」
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7　
佰
薫
ス
ル
ニ
ヤ 
実
国
乙
Ａ
Ｂ
「
炎
薫
ス
ル
ニ
ヤ
」
Ｃ
「
空
薫
ス
ル
ニ
ヤ
」
底
甲
大
　
　
　
8　
此
宿 
甲
実
国
Ｂ
Ｃ
　
　
　
10　
立
不
畢
セ
リ
ツ
ル 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
10　
和
テ 
甲
実
国
乙
Ｂ
　
　
　
11　
念
シ
奉
リ 
Ｂ
　
　
　
15　
云
力
ニ 
甲
実
国
乙
Ｂ
Ｃ
　
　
　
15　
不
通
シ
ト
ニ
ハ 
乙
Ａ
Ｂ
　
　
　
16　
此
ク
寡
ニ
テ 
Ａ
　
　
　
16　
其
レ
ニ
中
テ 
乙
Ａ
Ｂ
五
五
一
3　
遊
ヒ
戯
レ 
諸
　
　
　
4　
陸
ヒ
聞
エ
ト 
乙
　
　
　
5　
曙
方
ニ 
乙
Ｂ
　
　
　
6　
得
テ 
諸
　
　
　
10　
物
ト
令
食
テ 
底
実
国
乙
　
　
　
11　
経
読
居
タ
リ 
甲
実
国
乙
Ａ
Ｂ
（
甲
実
国
乙
Ａ
Ｂ
は
讀
）
　
　
　
12　
夜
痛
深
更
ヌ
レ
ハ 
甲
実
国
Ａ
　
　
　
12　
聞
テ 
甲
実
国
Ｂ
　
　
　
13　
喜
テ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
15　
此
ク
経
ハ
浮
給
ヒ
ツ 
乙
Ｂ
　
　
　
16　
中
ニ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
二
九
彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十七の本文の位置づけ
　
　
　
16　
穢
カ
ル
シ 
乙
Ａ
Ｂ
五
五
二
1　
後
可
有
キ
事
吉
カ
ラ
ヌ 
Ｂ
　
　
　
2　
此
氣
近
ク
御
ス
ル
モ 
Ｂ
　
　
　
2　
思
フ
事
ヲ
ハ 
乙
Ｂ
　
　
　
9　
二
年
許
ヲ 
諸
大
（
底
は
料
紙
薄
キ
た
め
空
白
）「
二
年
計
ヲ
」
Ｃ
　
　
　
10　
内
論
議
卅
講
ナ
ト 
諸
（
Ｃ
の
卅
は
三
十
）
　
　
　
13　
成
得
ヘ
テ 
甲
実
国
乙
Ｂ
　
　
　
15　
不
害
キ
事
ナ
ト 
乙
Ａ
Ｂ
　
　
　
16　
氣
近
キ
事
有
リ
ト
ヤ 
諸
（
底
の
事
は
傍
書
補
入
）
五
五
三
1　
言
少
フ 
「
言
少
衛
フ
」
諸
　
　
　
1　
渠
ノ
上
ノ 
諸
（
彦
Ｂ
の
枕
は
変
）
　
　
　
3　
成
リ
給
ヘ
リ
ヤ
ト 
底
甲
実
国
Ｂ
　
　
　
4　
此
聞
ク
心
ノ 
甲
実
国
乙
Ｂ
　
　
　
7　
押
量
リ
ツ 
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
9　
御
ス
ル
ヲ
ト
有
ケ
レ
ト 
甲
実
国
乙
Ａ
Ｂ
「
御
ス
ル
ソ
ト
有
ケ
レ
ト
」
Ｃ
「
御
ス
ル
ニ
ト
有
ケ
レ
ト
」
底
大
　
　
　
9　
法
ヲ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
10　
糸
吉
カ
ル
ヘ
ト 
実
国
乙
Ｂ
　
　
　
10　
此 
諸
　
　
　
10　
勧
ス
ル
ニ
コ
ソ
有
ケ
レ
ト
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
16　
人
ノ
サ
モ
ナ
キ
ニ 
乙
Ｂ
（
乙
の
ナ
は
无
）「
人
中
ノ
サ
モ
无
キ
ニ
」
Ａ
Ｃ
「
人
ホ
ノ
サ
モ
无
キ
ニ
」
底
甲
実
国
大
三
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古
本
か
く
作
る
。「
文
脈
よ
り
す
れ
ば
、「
少
シ
モ
」
の
意
、
或
は
「
ホ
ノ
ボ
ノ
・
ホ
ノ
グ
ラ
シ
」
等
の
ホ
ノ
と
同
根
で
は
な
い
か
と
も
推
せ
ら
れ
る
が
、
な
お
「
人
ホ
ロ
サ
モ
無
ク
成
ナ
ム
ト
ス
」
の
ホ
ロ
サ
の
変
化
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。」
五
五
四
3　
凰
シ
臥
テ 
底
甲
実
国
　
　
　
5　
告
テ
云
ハ 
Ｂ
　
　
　
8　
何
為
キ
ト 
甲
実
国
乙
Ａ
Ｂ
　
　
　
9　
得
シ
事
ヲ 
乙
Ａ
Ｂ
　
　
　
12　
然
ル 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
15　
謀
リ
給
ハ
ム
ニ
時
ニ
愚 
Ｂ
　
　
　
　
　
ナ
ラ
ム
ヤ
五
五
五
1　
好
ム
方
ニ 
諸
大　
「
好
ム
方
ニ
付
テ
」
の
意
で
あ
ろ
う
。
巻
十
七
第
三
十
四
話
五
五
五
7　
公
ケ
営 
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
10　
留
マ
テ
住
テ 
諸
　
　
　
15　
百
巻
書
冩
シ
テ 
諸
　
　
　
16　
現
シ
給
フ
也
ケ
リ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
五
五
六
1　
衣
レ
給 
Ｂ
三
一
彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十七の本文の位置づけ
巻
十
七
第
三
十
五
話
五
五
六
6　
人
聞
ク
ニ 
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
13　
竒
異
ノ
也
ト
テ
ナ
ム 
底
Ｂ
大
（
底
Ｂ
は
奇
・
事
）「
奇
異
ノ
事
也
ト
テ
ナ
ト
」
Ａ
Ｃ
「
寄
異
ノ
事
也
ト
テ
ナ
ト
」
甲
実
国
乙
　
　
　
13　
悲
ケ
ル
ト
ナ
ム 
Ｂ
巻
十
七
第
三
十
六
話
五
五
六
17　
日
記
ノ 
諸
大　
「
諸
本
か
く
作
る
が
、
意
不
明
。
或
は
、
日
本
の
意
の
「
日
域
」
の
聞
き
誤
り
か
。」
五
五
七
1　
行
基
〔　
脱　
〕
行
基 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
脱
 
「
行
基
〔
ト
生
レ
給
ヘ
ル
也
。
而
ル
ニ
、
古
京
ノ
元
興
寺
ノ
村
ニ
法
會
ヲ
行
フ
人
有
テ
、〕
行
基
」
大
　
　
　
8　
行
基
菩
薩 
甲
実
国
乙
Ｂ
巻
十
七
第
三
十
七
話
五
五
七
13　
堀
令
開 
諸
　
　
　
14　
一
人
女
人 
Ａ
Ｂ
Ｃ
五
五
八
1　
此
ヲ
聞
ク 
諸
（
Ａ
Ｃ
の
此
は
是
）
　
　
　
1　
聖
人
ト
テ 
諸
　
　
　
3　
子
細 
諸
（
底
は
細
み
せ
け
ち
）「
子
」
大
　
　
　
　
　
 
「
諸
本
「
子
細
」
に
作
る
の
は
、
底
本
、
一
旦
誤
り
書
き
し
「
細
」
の
み
せ
け
ち
に
し
あ
る
を
、
抹
消
符
を
見
落
せ
る
に
基
く
。
従
っ
て
、
少
く
と
も
此
の
場
合
に
お
い
て
は
、
諸
本
が
鈴
鹿
本
を
経
由
三
二
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せ
し
証
と
な
る
。」
　
　
　
3　
此
子
音
ノ 
Ｂ
　
　
　
5　
浮
出
テ
ヽ
〔　
脱　
〕
云
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
脱
　
　
　
　
　
 
「
浮
出
デ
ヽ
、〔
足
ヲ
踏
反
リ
、
手
ヲ
攢
ミ
、
目
ヲ
大
キ
ニ
見
暉
カ
シ
テ
、
掶
出
ダ
シ
テ
云
ク
、「
妬
哉
、
我
、
今
、
三
年
徴
ラ
ム
ト
シ
ツ
ル
者
ヲ
」
ト
。
母
、
此
レ
ヲ
聞
テ
、
恠
ム
デ
返
来
テ
、
法
□
聞
ク
。
教
、
女
ニ
問
テ
宣
ハ
ク
、「
何
ニ
。
子
ヲ
バ
投
弃
テ
ツ
ヤ
否
ヤ
」
ト
。
女
、
具
ニ
、
子
ノ
水
ヨ
リ
浮
出
デ
ヽ
〕
云
」
大
　
　
　
10　
世
前
ノ 
諸
（
底
は
顚
倒
符
あ
り
）「
前
世
ノ
」
大
　
　
　
　
　
 
「
諸
本
か
く
作
る
は
、
底
本
に
存
す
る
顚
倒
符
を
理
解
す
る
能
わ
ざ
り
し
為
。」
巻
十
七
第
三
十
八
話
五
五
九
4　
得
意
ト
ニ
テ 
乙
Ａ
Ｃ
　
　
　
4　
過
ケ
ル
ニ 
底
乙
Ａ
Ｃ
　
　
　
5　
持
タ
リ
ケ
ル
念
珠
ヲ 
諸
　
　
　
　
　
入
道
寂
照
ニ
与
テ
ケ
リ
　
　
　
5　
其
後 
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
6　
四
五
歳
皇
子 
Ｂ
　
　
　
10　
此
持
タ
ル 
Ｂ
　
　
　
11　
生
レ
給 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
13　
文
殊
化
身
ニ
在
ス
ト 
乙
Ｂ
三
三
彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十七の本文の位置づけ
　
　
　
14　
在
マ
シ
ケ 
「
在
マ
シ
ケ
レ
」
諸
大
「
在
マ
シ
テ
」
Ｂ
　
　
　
　
　
 
「
諸
本
か
く
作
る
。
ト
の
省
略
さ
れ
た
語
法
と
見
る
。」
　
　
　
16　
悲
シ
キ
事
有
レ 
Ｂ
「
悲
キ
事
有
レ
」
Ａ
Ｃ
「
悲
ヒ
キ
事
有
レ
」
甲
実
国
乙
「
悲
シ
キ
事
ノ
有
レ
」
底
大
　
　
　
　
　
 
か
く
作
る
の
は
底
本
の
み
。（
但
し
、
破
損
の
た
め
、
や
や
不
分
明
）。
諸
本
、
助
詞
を
欠
く
。
　
　
　
17　
人
返
テ
語
ル
ヲ 
諸
巻
十
七
第
三
十
九
話
五
六
〇
5　
ノ 
諸
大
　
　
　
5　
僧
ト
モ
テ 
諸
　
　
　
5　
法
文
ノ
学
シ
ケ
レ
ハ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
6　
慈
ヒ
フ
心 
甲
実
国
乙
Ｂ
　
　
　
14　
語
リ
傳
ヘ
タ
ル
ト
也 
Ｂ
「
語
リ
傳
ヘ
タ
ル
ト
」
Ａ
「
語
リ
傳
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
」
大
巻
十
七
第
四
十
話
五
六
一
2　
此
ヲ 
実
国
Ｂ
「
此
ラ
ヲ
」
底
甲
乙
大
「
是
ヲ
」
Ａ
Ｃ
　
　
　
4　
ノ
郡
ニ 
諸
大
　
　
　
4　
□
ト
云
フ 
諸
大
　
　
　
6　
後 
諸
　
　
　
8　
従
者 
諸
　
　
　
9　
不
聞
ス
シ
テ 
甲
実
国
乙
Ｂ
三
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10　
将
キ
コ
ヘ 
甲
実
国
乙
Ｂ
　
　
　
11　
中
速
ニ 
諸
五
六
二
1　
撫
ク 
乙
Ａ
Ｂ
　
　
　
1　
弓
ヲ
取
ル
ニ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
7　
立
給
ヘ
ル
ヲ
ト 
甲
実
国
Ｂ
　
　
　
8　
持
経
者
ヲ
セ
リ 
甲
実
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
8　
受
也
ト 
諸
　
　
　
10　
恐
テ
怖
レ
テ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
10　
無
実
事
ニ 
甲
実
国
乙
Ｂ
（
甲
実
国
乙
は
无
）
　
　
　
11　
普
賢
教
示
シ
給
フ
也
ト
諸
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
菩
薩
、
Ｂ
の
フ
は
変
、
諸
は
事
）
　
　
　
11　
語
リ 
諸
大
 
「
底
本
破
損
の
た
め
不
分
明
、「
語
」
に
傍
書
「
諸
」
も
し
く
は
「
皆
」
あ
る
も
の
の
如
し
。」
　
　
　
11
此
夢
ノ 
★　
「
此
ノ
夢
ノ
事
」
諸
「
此
ノ
夢
ノ
事
ヲ
」
底
大
五
六
三
1　
火
ヲ
ヲ 
乙
Ｂ
　
　
　
2　
出
ニ
ケ
リ 
諸
　
　
　
3　
年
来
経
テ 
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
十
七
第
四
十
一
話
五
六
三
11　
一
巻
誦
ス
ル
程
ニ 
諸
「
一
巻
ヲ
誦
ス
ル
程
ニ
」
底
大　
底
本
の
文
字
や
や
不
分
明
。
　
　
　
11　
誦
シ
ケ
リ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
三
五
彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十七の本文の位置づけ
　
　
　
11　
一
日 
大
「
一
日
ニ
」
Ａ
Ｃ
　
　
　
11　
三
十
四
部
ヲ
誦
シ
テ 
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
三
十
四
部
ヲ
誦
シ
ケ
ル
」
甲
実
国
乙
「
三
十
四
十
部
ヲ
ゾ
誦
シ
ケ
ル
」
底
大
　
　
　
　
　
 
「
や
や
異
様
な
表
現
で
あ
る
の
は
、
も
と
或
は
「
卅
卌
部
」
と
あ
っ
た
も
の
を
か
く
改
め
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。」
　
　
　
13　
生
国
ニ
下 
諸
（
諸
は
國
）
　
　
　
14　
営
テ
ナ
ム
ト 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
營
）
　
　
　
14　
下
テ
有
ル
間 
諸
　
　
　
14　
國
司
ト
云
フ
人 
実
国
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
司
ト
云
フ
人
」
甲
「
國
司
ト
云
フ
人
」
底
大
　
　
　
15　
不
下
事
咎
メ
テ 
諸
　
　
　
16　
誰
人
ノ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
17　
乗
合
ウ
シ
テ 
乙
Ａ
Ｃ
五
六
四
1　
貞
遠 
甲
実
国
乙
Ｂ
　
　
　
5　
忽 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
8　
拙
フ
愚
ナ
ル
カ
故
ニ 
乙
Ｂ
　
　
　
10　
丁
寧 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
12　
傳
ヘ
タ
ル
ト
也 
「
傳
ヘ
タ
ル
也
」
Ｂ
「
傳
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
」
大
巻
十
七
第
四
十
二
話
五
六
四
16　
国
ノ
ノ
郡 
諸
本
欠
字
。「
國
ノ
ノ
郡
」
大
　
　
　
16　
ノ
郷
ニ 
諸
大
三
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五
六
五
3　
各
居
ヌ 
Ｂ
　
　
　
4　
香 
諸
（
Ｂ
の
香
は
変
）
　
　
　
4　
何
者
ト
ス
見
ス 
★　
「
何
者
ト
ハ
見
ス
」
Ａ
Ｃ
「
何
者
ト
ス
見
ヌ
」
Ｂ
「
何
者
ト
ス
見
ト
」
甲
「
何
者
ト
不
見
ズ
」
底
実
国
乙
　
　
　
5　
懸
ル
ニ 
諸
　
　
　
8　
無 
乙
Ｂ
　
　
　
11　
東
西
ニ
思
ユ
ル
事 
諸
　
　
　
15　
夜
ノ
曙
ル
ヲ 
Ｂ
　
　
　
16　
抱
キ
奉
佛
ヲ 
乙
Ｂ
　
　
　
16　
見
レ
ハ
〔　
脱　
〕 
「
見
レ
バ
、〔
毘
沙
門
天
…
〕
…
」
大
大
系
の
五
六
五
ペ
ー
ジ
の
16
行
目
の
上
の
方
か
ら
五
七
七
ペ
ー
ジ
ま
で
脱
文
。
（
巻
十
七
第
四
十
二
話
の
「
見
レ
ハ
」
の
次
の
文
か
ら
巻
十
七
第
五
十
話
ま
で
脱
文
）
お
わ
り
に
　
『
今
昔
物
語
』
巻
十
七
の
本
文
の
異
同
を
見
る
と
、
古
本
系
の
空
白
部
分
を
詰
め
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
巻
十
六
で
見
受
け
ら
れ
た
傾
向
と
同
様
に
、
流
布
本
系
諸
本
（
内
閣
文
庫
本
Ａ
Ｂ
Ｃ
、
東
大
本
乙
）
と
一
致
す
る
箇
所
が
多
く
（
第
二
十
一
話
、
第
二
十
四
話
、
第
二
十
七
話
）、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
、
古
態
本
の
東
大
本
甲
、
実
践
女
子
大
本
、
國
學
院
大
本
と
一
致
す
る
箇
所
が
多
く
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
巻
で
は
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
の
表
現
が
彦
根
城
博
物
館
本
の
表
現
と
一
致
す
る
箇
所
が
多
く
、
空
白
な
ど
の
形
）
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（
式
と
同
じ
傾
向
に
三
七
彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十七の本文の位置づけ
あ
っ
た
が
、
巻
十
七
の
場
合
も
そ
れ
は
同
様
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
本
の
書
写
の
先
後
関
係
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
断
じ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
巻
十
七
で
は
、
彦
根
城
博
物
館
本
の
表
記
が
底
本
や
古
態
本
系
と
同
じ
表
記
の
と
こ
ろ
で
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
が
写
し
間
違
っ
て
異
な
っ
た
表
記
に
な
っ
て
い
る
例
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
が
彦
根
城
博
物
館
本
を
写
し
て
出
来
上
が
っ
た
本
で
あ
る
こ
と
が
本
巻
に
お
い
て
明
ら
か
と
な
っ
た
。
　
ま
た
、
以
前
に
、
巻
十
五
で
は
、
彦
根
城
博
物
館
本
が
古
態
本
と
流
布
本
の
両
本
の
系
統
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
に
あ
っ
た
と
仮
定
し
、
古
語
と
し
て
の
漢
字
の
表
記
に
は
忠
実
で
あ
り
な
が
ら
も
、
順
序
の
入
れ
替
え
の
よ
う
な
明
ら
か
な
誤
謬
に
つ
い
て
は
、
訂
正
す
る
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
と
考
察
）
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（
し
、
巻
十
六
の
場
合
に
は
、
流
布
本
と
の
一
致
度
の
高
さ
か
ら
み
て
、
流
布
本
し
か
見
て
い
な
い
可
能
性
も
考
え
得
る
と
し
）
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（
て
、
巻
ご
と
に
見
て
い
る
本
が
異
な
る
か
の
よ
う
な
論
述
を
行
っ
て
き
た
が
、
巻
十
七
に
お
い
て
は
、
鈴
鹿
本
（
京
都
大
学
蔵
本
）
と
い
う
原
本
に
近
い
本
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
一
見
、
矛
盾
す
る
か
の
よ
う
な
現
象
の
謎
を
解
く
例
証
が
見
つ
か
り
、
古
態
本
系
と
流
布
本
系
の
書
写
関
係
の
中
で
彦
根
博
物
館
本
が
ど
こ
に
位
置
す
る
か
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
　
ま
ず
、
巻
十
七
に
お
い
て
、
古
態
本
系
か
ら
流
布
本
系
へ
の
写
し
の
書
写
系
統
を
追
う
こ
と
の
で
き
る
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
お
き
た
い
。
第
八
話
で
は
、「
沙
弥
ノ
所
行
甚
ダ
」（
傍
線
部
は
論
者
。
以
下
、
同
じ
。）
が
原
本
に
近
い
鈴
鹿
本
の
表
記
で
あ
る
が
、
東
大
本
甲
で
は
、「
所
」
が
判
別
で
き
ず
空
白
（「
沙
弥
ノ
□
行
甚
タ
」）
と
な
っ
て
お
り
、
実
践
女
子
大
本
と
國
學
院
本
で
は
、「
所
」
を
「
所
甚
タ
」
（「
沙
弥
ノ
所
甚
タ
行
甚
タ
」）
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
か
ら
流
布
本
系
は
、「
所
」
の
下
に
誤
っ
て
付
さ
れ
た
「
甚
」
を
踏
襲
し
、
東
大
本
乙
「
沙
弥
甚
タ
行
」、
内
閣
文
庫
本
Ａ
「
沙
弥
甚
タ
タ
行
甚
タ
」、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
「
沙
弥
甚
ク
行
甚
タ
」、
内
閣
文
庫
本
Ｃ
「
沙
弥
甚
行
甚
」
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
る
。
彦
根
城
博
物
館
本
も
ま
た
、「
沙
弥
甚
タ
行
甚
タ
」
と
な
っ
て
お
り
、
底
本
や
東
大
本
甲
で
は
な
く
、
他
の
流
布
本
と
同
様
、
実
践
女
子
大
本
と
國
學
院
本
の
系
統
の
古
態
本
を
引
き
写
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
　
巻
十
七
で
は
原
本
に
近
い
鈴
鹿
本
の
み
表
記
が
異
な
る
場
合
も
多
い
。
た
と
え
ば
、
第
一
〇
話
で
は
「
其
ノ
前
ニ
シ
テ
其
ノ
功
徳
ヲ
」
が
鈴
鹿
本
の
表
記
だ
が
、
そ
れ
以
外
の
諸
本
は
す
べ
て
「
功
徳
」
の
前
の
「
其
ノ
」
が
抜
け
て
い
る
。
第
十
八
話
で
は
鈴
鹿
本
「
過
」
が
諸
本
で
は
す
べ
て
「
思
」
に
な
っ
て
い
る
。
第
二
十
五
話
で
は
、
鈴
鹿
本
「
求
メ
」
が
諸
本
で
は
「
求
ム
」
と
な
っ
て
い
る
箇
所
や
鈴
鹿
本
三
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「
僧
」
が
諸
本
で
は
「
像
」
に
な
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
度
、
読
み
誤
っ
た
古
態
本
系
統
の
本
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
す
べ
て
の
本
が
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
　
第
二
十
九
話
で
は
、
鈴
鹿
本
「
吉
ク
持
テ
」
が
古
態
本
系
の
東
大
本
甲
、
実
践
女
子
大
本
と
國
學
院
本
で
は
、「
吉
ヲ
持
テ
」
と
な
り
、
流
布
本
系
の
東
大
本
乙
、
内
閣
文
庫
本
Ａ
、
Ｃ
で
は
、「
告
ヲ
持
テ
」
と
「
吉
」
が
「
告
」
に
変
わ
っ
て
い
る
。
彦
根
城
博
物
館
本
は
、
古
態
本
系
表
記
と
同
じ
「
吉
ヲ
持
テ
」
で
あ
る
。
内
閣
文
庫
本
Ｂ
は
、「
吉
ラ
持
テ
」
と
な
っ
て
お
り
、
彦
根
城
博
物
館
本
の
表
記
を
誤
っ
て
写
し
た
と
思
わ
れ
る
。
第
四
十
一
話
で
は
、
鈴
鹿
本
に
「
三
十
四
十
部
ヲ
ゾ
誦
シ
ケ
ル
」
と
あ
る
と
こ
ろ
、
古
態
本
系
と
東
大
本
乙
で
は
「
三
十
四
部
ヲ
誦
シ
ケ
ル
」
と
な
り
、
流
布
本
系
の
内
閣
文
庫
本
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
で
は
、「
三
十
四
部
ヲ
誦
シ
テ
」
と
な
っ
て
い
る
。
彦
根
城
博
物
館
本
は
、
流
布
本
系
表
記
「
三
十
四
部
ヲ
誦
シ
テ
」
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
彦
根
城
博
物
館
本
は
古
態
本
系
と
流
布
本
系
の
間
に
あ
る
本
と
考
え
て
き
た
が
、
巻
十
七
の
表
記
の
諸
本
の
違
い
を
見
る
と
、
そ
れ
は
、
彦
根
城
博
物
館
本
が
古
態
本
系
統
の
本
を
引
き
写
し
な
が
ら
も
、
自
ら
の
校
訂
の
方
針
に
よ
っ
て
変
更
を
加
え
た
結
果
、
流
布
本
の
性
格
と
近
し
い
も
の
と
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
以
上
、
底
本
の
字
を
読
み
間
違
っ
た
箇
所
の
表
記
に
つ
い
て
、
諸
本
を
総
合
的
に
分
析
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
実
践
女
子
大
本
と
國
學
院
本
の
系
統
の
古
態
本
か
ら
、
そ
の
表
記
は
彦
根
城
博
物
館
本
に
継
承
さ
れ
、
そ
の
後
、
彦
根
城
博
物
館
本
か
ら
内
閣
文
庫
本
Ｂ
へ
書
写
さ
れ
た
流
れ
が
あ
り
、
ま
た
、
一
方
で
別
系
統
の
古
態
本
（
東
大
本
甲
に
近
い
本
）
を
引
き
写
し
た
東
大
本
乙
か
ら
内
閣
文
庫
本
Ａ
、
Ｃ
の
系
統
へ
と
書
写
さ
れ
た
流
れ
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
書
写
の
過
程
で
、
写
し
間
違
い
や
校
訂
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
古
態
本
と
流
布
本
の
表
記
が
時
折
、
交
錯
す
る
よ
う
に
み
え
る
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
諸
本
の
書
写
の
過
程
は
、
右
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
　
ま
た
、
第
十
九
話
で
は
、
鈴
鹿
本
お
よ
び
東
大
本
甲
、
乙
、
内
閣
本
Ａ
、
Ｃ
が
空
白
に
し
て
い
る
部
分
を
実
践
女
子
大
本
と
國
學
院
本
、
お
よ
び
彦
根
城
博
物
館
本
で
は
、「
コ
ト
」
と
し
て
お
り
、
校
訂
を
加
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
巻
十
三
の
分
析
時
に
実
践
女
子
大
本
と
國
學
院
本
の
よ
う
な
古
態
本
も
校
訂
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
）
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（
た
が
、
こ
こ
で
そ
の
こ
と
が
よ
り
明
確
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
三
九
彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十七の本文の位置づけ
　
ひ
き
続
き
、
他
の
巻
に
お
い
て
も
、
そ
う
し
た
表
記
の
意
識
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
き
、
彦
根
城
博
物
館
本
の
諸
本
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
明
ら
か
と
し
た
い
。
注
（
1
）  
中
根
「
未
紹
介
本
『
今
昔
物
語
』（
彦
根
博
物
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
愛
知
県
立
大
学
説
林
』
53
号　
二
〇
〇
五
年
三
月
）
（
2
）  
中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
一
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（『
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
』
54
号　
二
〇
〇
六
年
三
月
）
（
3
）  
中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
二
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（『
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
』
55
号　
二
〇
〇
七
年
三
月
）
（
4
）  
中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
五
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（『
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
』
1
号　
二
〇
一
〇
年
三
月
）、
中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
七
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（『
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
』
3
号　
二
〇
一
二
年
三
月
）、
中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
九
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（『
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
』
4
号　
二
〇
一
三
年
三
月
）
（
5
）  
中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
三
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（『
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
』
56
号　
二
〇
〇
八
年
三
月
）、
中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
六
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（『
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
』
2
号　
二
〇
一
一
年
三
月
）、
中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
十
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（『
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
』
5
号　
二
〇
一
四
年
三
月
）
（
6
）  
中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
四
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（『
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
』
57
号　
二
〇
〇
九
年
三
月
）
（
7
）  
中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
十
一
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（『
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
』
6
号　
二
〇
一
五
年
三
月
）
（
8
）  
中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
十
二
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（『
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
』
7
号　
二
〇
一
六
年
三
月
）
（
9
）  
中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
十
三
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（『
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
』
8
号　
二
〇
一
七
年
三
月
）
（
10
）  
中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
十
四
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（『
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
』
9
号　
二
〇
一
八
年
三
月
）
（
11
）  
中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
十
五
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（『
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
』
10
号　
二
〇
一
九
年
三
月
）
（
12
）  
中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
十
六
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（『
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
』
11
号　
二
〇
二
〇
年
三
月
）
（
13
）  
（
1
）に
同
じ
。
（
14
）  
（
11
）に
同
じ
。
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（
15
）  
（
12
）に
同
じ
。
（
16
）  
（
9
）に
同
じ
。
